
＜日時＞平成28年12月20日（火）

＜出席者＞地元住民、豊橋市、豊川市、新城市、愛知県、陸

上自衛隊、豊橋河川事務所

＜内容＞「水防災意識社会」を再構築するための取組方針の

一環として、地元住民、沿川３市（豊橋市、豊川市、新城市）の

水防団（消防団）、愛知県、陸上自衛隊豊川駐屯地第１０特科

連隊及び国土交通省豊橋河川事務所が合同で洪水時に特に

注意すべき箇所（重要水防箇所）の巡視を行いました。 ▲第１０特科連隊長兼豊川
駐屯地司令による挨拶

▲豊川放水路分流堰管理所屋上での
豊川放水路分流堰の説明

豊川の重要水防箇所等の合同巡視

▲豊橋河川事務所長
による挨拶

～「豊川の減災に係る取組方針」に基づく水防活動の強化～

▲大村水防倉庫での備蓄材の説明 ▲地元住民によるS44.8洪水の破堤経験
に関する説明


